
【経営基本情報】

団体名：

○ 団体の基本情報

円 40.0 ％

○ 主な事業内容

(単位：千円)

事業名

(1) 鉄道事業等

全事業合計に占める割合

(2)

全事業合計に占める割合

(3)

全事業合計に占める割合

(4) (1)～(3)以外の事業

全事業合計に占める割合

全事業合計

全事業合計に占める割合

[事業の概要]

(1)

(2)

(3)

(4)

常勤役員 人 人 人

うち、県退職者 0 人 0 人 0 人 H19平均年齢
※
： 63.0 歳

うち、県派遣 0 人 0 人 0 人 H19平均年収
※
： 8,976 千円

常勤正規職員 人 人 人

うち、県退職者 0 人 0 人 0 人 H19平均年齢
※
： 58.9 歳

うち、県派遣 0 人 0 人 0 人 H19平均年収
※
： 5,134 千円

その他職員 人 人 人

うち、県退職者 0 人 0 人 0 人
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FAX番号

県所管部等

県出資比率

614,158

100.0%

0.0%

○役職員の状況

平成17年度 平成18年度 平成19年度

県出資額 144,000,000

パート４名

伊勢鉄道株式会社

備考

政策部

①地方鉄道事業 ②他の鉄道事業者からの委託業務の請負業 ③道路運送法に基づく
自動車運送業 ④旅行業法に基づく旅行業 ⑤貸自動車業及び駐車場の経営 ⑥広告
宣伝業 ⑦損害保険代理業 ⑧食堂喫茶店の経営並びに飲食料品及び日用雑貨品小
売業 ⑨前各号に付帯関連する一切の事業

電話番号

代表者

昭和61年10月1日

059－383－2112059－383－2112

代表取締役社長 森井 修治

4

30 30 29

2 4

平成18年度

560,497

0.0%

備考平成19年度平成17年度

※派遣職員は含まない

100.0%

0.0%

2 2 2

鈴鹿市桜島町一丁目２０番地

http://www.isetetu.co.jp

旅客輸送

所在地

ＨＰアドレス

設立年月日

0.0%

[事業規模(売上高)]

団体の目的
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団体名

【団体自己評価結果】

比率 評価 比率 評価 比率 評価

89 Ｂ 94 Ａ 94 Ａ

100 Ａ 100 Ａ 100 Ａ

90 Ａ 96 Ａ 96 Ａ

69 Ｂ 89 Ｂ 94 Ａ
A（９０％～１００％）：良好な事象や傾向がみられる B（６０％～８９％）：やや良好な事象や傾向がみられる
C（３０％～５９％）：改善を要する D（０％～２９％）：大いに改善を要する

《団体自己評価コメント》

目 的

経営計画

事 業

経営状況

総括コメント

g
《団体の達成目標》
●年次事業計画による達成目標
《定性目標》

《定量目標》

数値目標 単位
目標
実績
目標
実績
目標
実績

620,097 千円

606,684 千円 587,647

1,439

578,175

伊勢鉄道株式会社

事 業

経営状況

平成18年度

目 的

経営計画

606,684

620,097578,175

591,413

19 年度17 年度 18 年度

615,477

1,631

577,730565,750

1,590
1,523輸送人員 1,638

1９年度コメント

当社は、昭和59年に「特定地方交通線」として承認されたことを受け、地域の交通利便性の確保
及び地域間の交流拡大、連携強化により県全体の発展を期す目的で第三セクターとして設立さ
れた。環境に優しい交通機関として、また、急速に開発が進む沿線の移動手段として、その役割
は益々重要となって来ている。
当社の経営計画では「輸送の安全確保」を柱に「経営基盤の整備」「増収対策の推進」を完遂す
べき目標として取り組んでおり、特に平成19年度、安全対策で策定した整備計画３件の進捗率は
100%であった。また、増収施策もＪＲ東海との連携施策が確実に効果を上げており、財政状況も
着実に改善しつつある。
平成17年度からＪＲ東海と連携して設定してきた各種企画乗車券のメリットが浸透した効果によ
り、Ｆ１が非開催であったにも係らず、総輸送量は1,631千人と、目標値を７％上回った。また、新
たな収入確保策として検討を進めていた貨物列車の定期運行についても、平成20年３月の時刻
改正より運行を開始している。

平成19年度

当期経常利益は、旅客収入がF1非開催に伴う減収分をカバーし、27,830千円の黒字となった。こ
れにより、利益剰余金も86,074千円（前期比：134％）となり、経営基盤の強化を図ることができ
た。

会社経営の根幹である「輸送の安全確保」については、平成19年10月、中部運輸局より２年間
の無事故表彰を受賞した。今後とも、その継続に全力で取り組む。また、これまでＪＲ東海と連携
し取り組んできた各種企画乗車券の設定や利用しやすいダイヤ設定など、積極的な営業施策の
効果が定着しつつあり、当期の輸送人員及び経常利益は目標を大きくクリアした。
開業後34年を経過し、老朽化が進んできた各種設備の取替や、ＪＲ西日本福知山線での事故
を受けての対策として、より保安度を高めたＡＴＳ装置の導入等、資金対策が今後の大きな課題
であるが、当社設立の目的を全うすべく、引き続き経営の安定・強化に取り組んでいく。

平成19年度目標

平成19年度実績

平成20年度目標

①定期貨物列車の伊勢線運行施策の検討実施②安全対策（風速計の新設、河原田駅の
ホーム嵩上げ）③橋梁の改修（13箇所）④環境経費の節減
①平成20年３月改正より1往復定期運行開始 ②計画通り完了 ③計画通り完了 ④当期
全体作業：22回実施 延べ参加人員：198名（経費節減額：約10,000千円）
①無事故の継続 ②橋梁の改修（5箇所） ③通信ケーブル取替（東一身田～河芸） ④ト
ングレール交換（２駅） ⑤社員の高齢化に伴う要員確保の調整 ⑥環境整備経費の節減

収 入

経 費

①橋梁の改修（Ｈ20年度）
②通信ケーブル取替（Ｈ20年度）
③ＡＴＳの改良（Ｈ22～H23年度）

指標

●中長期計画による達成目標

604,372

平成20年度

1,638 千人

0
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目 的

経営計画

事 業

経営状況
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団体名

17 年度 18 年度 19 年度

目 的

経営計画

事 業

経営状況

  ＋ ：団体自己評価結果に比べて高く評価（良好な点が認められる）
  － ：団体自己評価結果に比べて低く評価（課題が認められる）
空白：団体自己評価結果と概ね同じ評価

伊勢鉄道株式会社

平成19年度は、18年度に引き続きＪＲ東海との協調による各種企画乗車券の販売も好調で、輸送
量、旅客収入ともに増加したことなどから、鈴鹿サーキットでＦ１の開催がなかったにもかかわらず２
年連続の経常黒字を計上している。このことは、全国的に鉄道事業が厳しい経営環境にあるなか、
積極的な事業展開による経営努力の結果であると評価できる。
しかし、今後も、公共交通機関を取り巻く環境には厳しいものがあること、また、老朽設備の維持更
新に多額の費用が必要となるなど、さらなる経営の安定をはかる必要があることから、一層の利用促
進をはかり利用者数の拡大に努めることが必要である。
さらに、誰もが安心して安全に利用できるよう、安全性の確保や利便性の向上に引き続き努めると
ともに、沿線地域・住民との連携を進め、利用客の声を経営に反映させるなど一層のサービスの向上
をはかり、かけがえない身近な鉄道として親しまれる不断の努力が望まれる。

《知事等の総括コメント》

【知事等の審査及び評価結果】

19年度コメント

県南北を結ぶ幹線鉄道を担うという役割、また公共
交通として高齢者や学生等、他に移動方法を持たな
い方々の移動手段としての役割を果たしている。

ＪＲ東海との連携による増収策の実施は評価できる
が、公共交通を取り巻く厳しい環境を踏まえ、情報
発信、地域との連携、利用促進策実施などさらなる
経営改善に向けた取組が必要である。

平成20年３月より、新たな収入確保策として検討を
進めていた貨物列車の定期運行を開始するなど、
新たな収入確保を進めている。

ＪＲ東海との協調による積極的な事業展開により、
昨年度を上回る2,783万円の経常黒字を計上した。
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